
 

令和４年度 事業報告 

 

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

 

                      特定非営利活動法人石見銀山資料館  

 

１ 全体総括 

令和 4 年度も引き続きコロナ禍の下で厳しい状況に置かれたが、愛称を「いも代官ミュージアム」とし

て新たな気持ちでスタートした。特に当該年度が石見銀山遺跡の世界遺産登録 15周年の節目にあたること

から企画展やコンサートなどの記念イベントを積極積に実施した。 

資料館業務では、世界遺産登録 15周年記念展「銀の島とゆのつ」を島根県教育庁世界遺産室・大田市教

育委員会との共催で 9月末から 11月末まで開催した。これまで未公開であった温泉津温泉の湯主伊藤家文

書のほか、戦国大名細川幽斎「百韻連歌」や恵珖寺「恵珖寺旧記」など地元に伝わる貴重な歴史資料を展示

することができ、会期中 2,529名の来場者を迎えた。 

教育普及活動では、従来の大田市内の小中学校の石見銀山学習への講師派遣のほか、しまね社会貢献活

動支援事業からの助成金を得て小中学生を対象とした「プロが教える 石のおはなしと鑑定会」を実施し

た。このほか石見銀山基金の助成事業として筑波大学大学院生と大田高校生とが石見銀山について学びあ

う課題探求プログラムも行った。さらに、当該年度ははじめて大学生のインターンシップの受け入れを行

った。8月には関西学院大学（2名）と中央大学（3名）、3月には島根県立大学（3名）を受け入れ、資料

館に加えて指定管理施設での業務に関する体験をしてもらった。 

次に指定管理業務では、コロナ禍以前の水準には及ばないまでも各施設の入館者及び宿泊者数では前年

度対比で熊谷家 1.4 倍、河島家 1.1 倍、宗岡家 3.8 倍の増加となった。なかでも熊谷家の増加率の上昇は

「夏のしつらえと蕎麦・日本酒を楽しむ」・「旅する一皿」・「華展―冬の花を楽しむ 2日間」・「押絵作

家重田倫享氏展」など集客力の高いイベントを積極的に開催したことが要因として指摘される。また、宗

岡家については島根県立大学や関西学院大学の定期的な利用があったことによるものであるが、これは当

法人が進める大学とのネットワーク作りの成果といえる。 

大田市内の小中学校を対象とした「むかしのくらし体験」や石見銀山学習では昨年度企画した学習プロ

グラムに基づき受け入れを行った。これとは別に大森小学校の「着物を学ぶ」の総合学習、県立邇摩高校

の課題研究「模擬結婚式」については職員が学校や生徒に伴奏する形でサポートを行った。また、このよ

うな指定管理施設現地での学習支援に加えて、当該年度は大田小学校の要請により職員を派遣したアウト

リーチ活動も実施した。 

自主事業では、先に触れたとおり当該年度が世界遺産登録 15 周年、重伝建地区選定 35 周年ということ

もあり関連する諸事業を企画した。このうち企画展は世界遺産登録 15周年関連事業として企画したもので

あるが、令和 4 年が大森郵便局開設 150 周年であること、また局舎が当初熊谷家住宅内に置かれたことな

どを踏まえて「大森に郵便局ができた」と題する展覧会とした。開催にあたり資料の借用を含め郵政博物

館及び石見銀山大森郵便局に多大な協力をいただいた。世界遺産登録記念コンサートでは大田市石見銀山

世界遺産登録 15周年記念観光イベント支援補助金の交付を受けて「南蛮巡礼―音楽で訪ねる石見銀ゆかり

の地―」（出演：MUZIC＠NET／マリオネット）と題する演奏会を開催した。連続講座では大田市教育委員会

との共催で重伝建地区選定 35周年記念講座を都合 5回実施した。石見銀山課職員、建造物の修理修景に関

わる業者の方々を講師に迎えた座学のほか、重伝建地区に暮らす住民の方を交えたシンポジウムなどを実

施し、文化財保存への理解と啓発を高める機会の提供が図れた。 

  



 

２ 事業内容 

事業名 事 業 内 容 

実施予定の 

日時、場所、 

 

受益対象者の範囲 

及び予定人数 

事業費 

(単位：千円) 

石見銀山資料館の

管理運営事業 

入館券の販売、展示解

説、遺跡のガイダンス 

通年 

石見銀山資料館 

一般・小人 

 8,534人 

 

5,589 

大森の町並み関連

施設指定管理事業 

熊谷家住宅・旧河島家

・宗岡家の管理運営 

通年 

熊谷家・河島家 

宗岡家 

一般・小人 

14,007人 

  274人 

 

21,562 

書籍・物品等の販売

事業  

自主事業 

・書籍地場産品の販売 

 

・書籍地場産品の販売 

講座・体験事業 

通年 

石見銀山資料館 

熊谷家・河島家 

 

一般・小人 

 

 

1,687 

1,094 

受託事業 ・大森町橋名パネル展 

 

・石見銀山ガイド用動 

画教材制作 

・大田市のふるさと教 

材制作 

 

石見銀山資料館 

10/21～令和5年1/23 

通年 

 

通年 

一般・小人 

2,446人 

 

101 

999 

 

169 

その他法人の目的

の達成に必要と認

められる事業 

・石のおはなしと鑑定 

 会 

・大筑プロジェクト 

世界遺産教育の試み 

「－高校生と大学院 

生相互の学び－」 

・世界遺産登録15周年 

記念コンサート 

「南蛮巡礼－音楽で 

訪ねる石見銀ゆかり 

の地－」 

石見銀山資料館 

令和5年1/28 

9月～令和5年3月 

 

 

 

熊谷家住宅 

10月16日 

一般・小人 

18人 

高校・大学院生 

10人 

 

 

一般・小人 

47人 

 

102 

299 

 

 

 

300 

 


